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※中国新聞社の許諾を得ています 
 
  糖尿病 自己管理を指導 
 
フィリピンの糖尿病有

病率は、年々増加してい
る。背景には、ライフスタ
イルの欧米化とともに高
カロリーの飲食物が安く
手に入るようになったこ
とがある。 
糖尿病には⽣活習慣が

関係するため、患者は食
事の工夫や身体活動を⽣
活に取り入れ、自己管理
していく必要がある。そ
こで、定期的な健診事業
で糖尿病の自己管理に関
する意識化と行動化を図
っている。 
参加者には「データの意味は何？」「何に気をつけたら良いの？」などの言動が見られるようになり、

関心や意欲が高まってきた。また、健診結果では、子どもを持つ者はそうでない者と比べて血糖値が高い
傾向にあることが分かった。貧困で子どものいる家庭は自分の食⽣活を調整することが難しいかもしれ
ない。 
現地での医療機関の設備やスタッフの数は十分でなく、糖尿病になった貧困層の⼈々は、経済的負担と

なるために十分な治療を受けることも難しい。そこで、患者同士が支え合う体制の構築を⽬指している。 
現地医療スタッフと協働で教室を開催。糖尿病の知識提供だけでなく、他患者への支援に役⽴つコミュ

ニケーション技術や血糖測定などの研修をしたい。糖尿病の自己管理について受講者がより興味を持っ
てもらえるよう、楽しさや達成感を感じるような運動やクイズを交えた講義、自ら選択する食事会の開
催など、参加者体験型のプログラムを導入・普及していきたい。 
患者の明るい笑顔を見ることが何よりの喜びだ。 

 
血糖測定をする現地の⼈たち。健診時に、自己管理の必要性を訴え
掛けている 


